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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
も

な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
が
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
た
な
年
を
お

　

令
和
５
年
の
新
春
に
あ

た
り
皆
様
と
共
に
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

の
議
会
組
織
替
え
に
よ
り

副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
と
共
に
責
任
の
重

審
議
を
つ
く
し
て
政
策
提
言
す
る
議
会
に

町
民
の
た
め
の
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
議
会
の
組

織
編
成
替
え
に
際
し
、
議

長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る

な
か
、
議
会
の
役
割
責
務

が
今
ま
で
以
上
に
問
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
行
政
に
対

す
る
監
視
機
能
を
果
た
す

議

　長

　中
平
文
夫

副
議
長

　間
瀬
重
男

た
。
議
長

と
し
て
厳

粛
に
て
公

正
で
円
滑

な
議
会
運

こ
と
は
も

ち
ろ
ん
リ

ニ
ア
新
時

代
を
目
前

に
、
住
民

営
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
、

誠
心
誠
意
職
務
に
努
め
ま

す
。

　

長
年
、
議
会
か
ら
要
望

し
て
い
た
全
員
協
議
会
、

常
任
委
員
会
の
チ
ャ
ン
ネ

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
地
域

課
題
と
し
て
と
ら
え
、
行

政
と
議
会
が
一
体
と
な
り

コ
ロ
ナ
対
策
・
防
災
対
策
・

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
政
策
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

14
年
前
初
め
て
議
員
に
な

り
ま
し
た
が
、
当
時
に
比

べ
議
会
基
本
条
例
を
基
軸

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
議
会
も
進
化
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
副
議
長

と
し
て
議
長
を
補
佐
し
議

会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運

営
と
町
政
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

ル
・
ユ
ー
で
の
放
映
も
実

現
で
き
、
広
く
町
民
の
皆

様
に
も
開
か
れ
た
議
会
と

審
議
の
様
子
な
ど
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
審
議
が
深
堀

で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整

え
、
町
が
抱
え
る
諸
政
策

に
対
し
審
議
を
尽
し
、
政

策
提
言
で
き
る
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！更なる進化をめざして！
新構成で議会スタート

議長に中平文夫 議員　  副議長に間瀬重男 議員

　11月29日（火）臨時会を開催し、第17期後半議会に向け
た正副議長の選挙による選出、各常任委員会、議会運営委
員会など、新議会の構成を決定しました。
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社会文教常任委員会

議会運営委員会

議会改革推進会議

南信州広域連合議会議員

総務産業建設常任委員会

広報広聴常任委員会

リニア対策特別委員会

下伊那北部総合事務組合議会

副委員長
米　山　義　盛

副委員長
川　瀬　八十治

副座長
米　山　郁　子

副委員長
塩　沢　貴　浩

副委員長
松　井　悦　子

委員長
米　山　郁　子

委員長
米　山　俊　孝

座長
間　瀬　重　男

委員長
大　蔵　　　洋

委員長
加賀田　　　亮

委員 松井　悦子 委員 米山　義盛

委員 森谷　岩夫 委員 塩沢　貴浩

委員 間瀬　重男 委員 大蔵　　洋

委員 坂本　勇治 委員 米山　郁子

委員 米山　俊孝 委員 川瀬八十治

委員 森谷　岩夫 委員 加賀田　亮

委員 松井　悦子 委員 黒澤　哲郎

委員 間瀬　重男 委員 中平　文夫

委員 坂本　勇治

議員 中平　文夫 議員 米山　郁子

議員 大蔵　　洋

議員 中平　文夫 議員 大蔵　　洋

議員 間瀬　重男

委員長 森谷　岩夫 委員 全　議　員

副委員長 坂本　勇治

監査委員（議選） 黒　澤　哲　郎

広報部長 松井　悦子

副部長 塩沢　貴浩

副部長 米山　義盛

部　員 間瀬　重男

部　員 黒澤　哲郎

部　員 米山　郁子

広聴部長 加賀田　亮

副部長 米山　俊孝

部　員 森谷　岩夫

部　員 坂本　勇治

部　員 中平　文夫

部　員 大蔵　　洋

部　員 川瀬八十治

松川町議会の委員会等 新構成
（R4.11.30～R6.11.29）
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補正予算

可決　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏 まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯に対し、国
は１世帯当たり５万円をプッシュ型で支給をすることを 決定した。県は国の支援が届かない生活困窮者に対して
１世帯当たり３万円を支給。当町として児童手当支給対 象者に１人当たり３千円、町民全員に買い物応援券３千
円を配布する緊急支援など、一般会計補正予算案が提出 され、審議の結果可決された。

補正前予算額 補正額 補正後の予算額
70億3,531万円 2億7,940万円 73億1,472万円

項　　目 令和2年 令和3年 令和4年
通 常 分 3億7,847万円 1億4,013万円 1億849万円
事 業 者 支 援 分 1,338万円
原 油 価 格・物 価 高 騰 対 応 分 5,479万円
電力・ガス・食料品など高騰対応分 5,029万円

合　　計 3億7,847万円 1億5,351万円 2億1,357万円

令和４年度　一般会計補正予算（第４回）

主な補正内容

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実績

事 業 名 補正額
生 活 支 援 事 業
電力・ガス・食料品など価格高騰緊急支援給付金 5,707万円
生活困窮世帯緊急支援給付金 1,240万円
子育て世帯生活支援特別給付金 517万円
まつかわのお店応援券 3,975万円
介護クーポン交付事業 147万円
新型コロナウイルス感染症抗原検査助成事業 525万円
地域経済支援事業
小規模事業者応援給付金 4,000万円
高齢者福祉施設支援事業 102万円
マイナンバーカード交付体制強化 14万円
感染拡大防止対策
社会教育施設新型コロナウイルス感染症対策 64万円
継 続 案 件
旧松川青年の家改修工事 1億5,367万円

科　目 補正額
国庫支出金 1億1,042万円
県支出金 1億4,418万円
寄付金 200万円
繰入金 100万円
町債 2,180万円

歳　出 歳　入
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令和4年第6回

臨時会
11月１日

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏 まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯に対し、国
は１世帯当たり５万円をプッシュ型で支給をすることを 決定した。県は国の支援が届かない生活困窮者に対して
１世帯当たり３万円を支給。当町として児童手当支給対 象者に１人当たり３千円、町民全員に買い物応援券３千
円を配布する緊急支援など、一般会計補正予算案が提出 され、審議の結果可決された。

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!

町
単
独　

児
童
手
当
支
給
対
象

児
童
の
扶
養
者
へ
支
援

お
き
ざ
り
か
！

高
校
生
補
助
金

緊
急
支
援
！

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

な
ど
価
格
高
騰
に
よ
る

家
計
負
担
軽
減

給
付
金
に
付
き
ま
と
う

シ
ス
テ
ム
改
修

地
方
創
生
交
付
金
の

適
正
な
配
分
は

い
き
わ
た
る
の
か

小
規
模
事
業
者

応
援
給
付
金

質
問　

児
童
一
人
当
り

３
千
円
支
給
で
あ
る
が
金

額
の
根
拠
は
。（塩

沢
議
員
）

答
弁　
物
価
高
騰
分
と
し

て
予
算
配
分
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
な
か

で
決
定
し
た
。

質
問　
高
校
生
へ
の
支
援

も
要
望
し
て
い
る
が
考
え

て
い
な
い
の
か
。

（
塩
沢
議
員
）

答
弁　
今
後
の
予
算
を
見

て
検
討
の
テ
ー
ブ
ル
に
の

せ
て
い
く
。

質
問　
低
所
得
者
の
家
計

負
担
軽
減
支
援
で
国
と
県

か
ら
の
支
給
対
象
世
帯
数

は
。	
（
米
山（
義
）議
員
）

答
弁　
国
の
支
援
対
象
は

１
０
１
６
世
帯
、
県
の
支

給
対
象
は
３
３
０
世
帯
を

予
定
し
て
い
る
。

質
問　
町
民
へ
の
現
金
給

付
を
す
る
場
合
の
シ
ス
テ

ム
改
修
費
の
削
減
検
討
は

さ
れ
て
い
る
か
。

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
シ
ス
テ
ム
改
修
費

は
支
給
要
件
を
抽
出
す
る

基
本
的
な
変
更
と
、
速
や

か
に
関
係
す
る
方
に
通
知

を
送
る
た
め
の
事
務
処
理

代
行
を
含
む
。

質
問　
商
工
振
興
費
は
一

般
財
源
の
半
分
を
充
当
し

て
い
る
。
歳
入
と
歳
出
の

事
業
配
分
は
妥
当
な
の
か
。

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
基
本
的
に
は
全
て

国
庫
の
交
付
金
を
充
当
し

た
い
と
い
う
思
い
で
予
算

計
上
し
て
い
る
が
、
事
業

に
よ
っ
て
は
一
般
財
源
を

質
問　
支
給
要
件
と
し
て

以
前
は
売
上
げ
対
比
20
％

減
で
あ
っ
た
が
、
今
回

30
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
事
業
者
に
い
き
わ

た
る
の
か
。

（
米
山（
郁
）議
員
）

答
弁　
国
や
県
の
要
件
に

合
わ
せ
た
も
の
で
、
商
工

会
と
も
話
し
た
う
え
で
決

め
た
。
売
上
だ
け
で
な
く

物
価
高
騰
に
よ
る
所
得
金

額
減
も
対
象
と
し
て
い
る
。

対
象
事
業
者
は
増
え
る
と

推
察
し
て
い
る
。

値上り中！生活必需品

値上り中！高校生お弁当

充
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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令和４年12月第4回定例会
一般会計補正予算　物価高騰から家計を守る
　12月１日～21日に第４回定例会が開催された。１日に町職員の定年制改定に関する条例、生田
支所の移動に関する条例、農業委員の選任、固定資産評価審査委員の選任を可決・同意した。ほ
か町職員の給与に関する条例、一般会計補正予算（第5回）、国保・介護保険特別会計補正予算（第
2回）、水道・下水道事業会計補正予算（第2回）、清流苑事業会計補正予算（第2回）の総括質疑
を行い、それぞれ各常任員会に付託し、各常任委員会での審議結果が、20日の本会議で報告され
すべて賛成多数で可決された。

 主な歳入  主な歳出 
地方創生臨時交付金 51,863

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 57,066

オミクロン株対応ワクチン接種体制確保補助金 1,350

生活困窮世帯緊急支援事業補助金 12,400

旧松川青年の家施設整備補助金 131,784

介護クーポン交付事業 1,472

子育て世帯生活支援特別給付金 5,166

まつかわのお店応援券 39,750

小規模事業者応援給付金 40,000

質
問

保
育
委
託
料
５
３

０
万
増
額
補
正
の
理
由
は
。

	

（
塩
沢
議
員
）

答
弁　
町
外
の
保
育
所
を

利
用
す
る
際
の
委
託
料
で
、

当
初
よ
り
５
人
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

質
問

保
健
衛
生
費
給
与

増
額
と
報
酬
増
の
理
由
。

	

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
一
般
職
で
減
員
が

生
じ
た
が
、
10
月
か
ら
会

計
年
度
職
員
が
入
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　
介
護
保
険
特
別
会

計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
人

件
費
繰
出
金
に
つ
い
て
そ

の
事
情
は
。

	

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
介
護
事
業
に
当
初

予
算
で
計
上
し
て
い
た
休

職
中
の
職
員
の
給
与
に
充

当
す
る
。

質
問　
学
生
等
応
援
仕
送

り
事
業
の
減
額
補
正
は
な

ぜ
か
。	（
米
山（
義
）議
員
）

答
弁　
２
年
度
に
続
く
事

業
で
あ
っ
た
。
受
付
を
１

カ
月
延
長
し
て
９
月
ま
で

行
っ
た
が
、
申
込
数
の
減

少
に
よ
り
、
２
０
６
件
の

支
給
に
留
ま
っ
た
た
め
。

質
問　
新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
補
助
金
増
の
実

情
は
。	（
米
山（
義
）議
員
）

答
弁　
第
１
期
生
２
人
が
、

３
年
間
の
研
修
を
終
え
、

新
規
就
農
者
と
な
る
こ
と

へ
の
国
か
ら
の
補
助
金
で

あ
る
。

質
問　
今
回
の
中
学
校
制

服
変
更
に
伴
う
値
上
が
り

分
を
補
助
す
る
理
由
は
。

	

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
制
服
改
定
で
は
で

き
る
だ
け
い
い
も
の
を
と

の
こ
と
で
、
１
万
２
０
０

０
円
ほ
ど
値
上
が
り
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ

の
分
を
補
助
す
る
こ
と
と

し
た
。

保
育
委
託
料
増
額
は

保
健
師
の
動
き

中
学
校
制
服購

入
補
助

学
生
等
応
援
事
業

農
業
振
興
費増額

理
由
は

介
護
保
険
へ
の繰

出
金

補正前の額 補正予算額 補正後の額
7,035,314 279,403 7,314,717

一般会計補正予算（第５回） （単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!



請
願
３

請
願
４

請
願
５
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議
会
最
終
日
、
議
員
発
議
に
よ
り
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議

が
提
出
さ
れ
た
。
中
学
校
の
制
服
補
助
金
ひ
と
り
１
万
２
０
０
０
円
補
助
と
な

る
原
案
の
１
４
４
万
円
か
ら
増
額
補
正
し
、
制
服
代
全
額
３
万
８
９
４
０
円
の

４
６
７
万
２
８
０
０
円
を
増
額
補
助
す
る
も
の
。

　

自
治
体
と
し
て
子
育
て

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
大

い
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

（
加
賀
田
議
員
）

　

大
き
な
子
育
て
支
援
に

な
る
と
思
う
。
制
服
代
の

負
担
が
大
き
な
家
庭
も
多

い
。	

（
米
山（
義
）議
員
）

　

新
制
服
を
機
に
新
た
な

補
助
を
と
提
案
し
て
き
た
。

子
育
て
に
特
化
し
た
町
に

な
れ
ば
と
思
う
。

（
坂
本
議
員
）

　

安
全
・
安
心
の
医
療

介
護
実
現
の
た
め
人
員

増
と
処
遇
改
善
を
求
め

る
請
願

審
査
結
果

　

委
員
会
で
は
紹
介
議
員

よ
り
詳
細
の
説
明
が
あ
り
、

全
員
賛
成
で
採
択
。

　

本
会
議
で
も
全
員
賛
成

で
採
択
。

　
「
設
計
委
託
業
者
の

設
計
金
額
＝
落
札
予
定

価
格
」
を
止
め
る
た
め

の
請
願

審
査
結
果

　

委
員
会
で
は
「
賛
成

２
・
継
続
審
査
３
」
で
継

続
審
査
。
そ
の
後
の
委
員

会
で
再
審
査
を
お
こ
な
い

精
査
し
「
全
員
賛
成
」
で

採
択
。

　

本
会
議
で
は
全
員
賛
成

で
採
択
。

　

冤
罪
被
害
者
を
一
刻

も
早
く
救
済
す
る
た
め

に
再
審
制
度
の
速
や
か

な
改
正
を
求
め
る
請
願

　

農
業
委
員
会
の
12
名
を

選
任
。

　

米
山　

広
敏　

氏

　

大
場　

健
彦　

氏

　

松
下　

敏
章　

氏

　

斎
藤　

和
勇　

氏

　

大
澤　

政
弘　

氏

　

牛
久
保　

守　

氏

　

米
山　

孝
広　

氏

　

下
澤　

隆
治　

氏

　

北
沢
ひ
ろ
み　

氏

　

佐
々
木
孝
子　

氏

　

古
谷
は
る
み　

氏

　

大
島　

理
可　

氏

　

固
定
資
産
税
評
価
委
員

の
選
任

　

下
澤　

和
彦　

氏

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

紫
芝　

綾
子　

氏

反
対

　

司
法
制
度
に
密
接
に
関

係
す
る
問
題
。
ま
た
検
察

側
の
行
動
を
規
制
す
る
も

の
。	

（
松
井
議
員
）

討

　論

人

　事

請

　願

修
正
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

中
学
校
制
服
補
助
金
の
修
正
動
議
は
否
決
。原
案
を
可
決
！

　

差
額
補
助
は
行
政
か
ら

す
れ
ば
支
援
で
あ
る
が
、

保
護
者
か
ら
み
る
と
負
担

は
変
わ
ら
ず
子
育
て
支
援

拡
充
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

喬
木
村
で
は
全
額
支
援
で

あ
る
。
支
援
拡
充
に
な
る

よ
う
に
増
額
す
べ
き
。

（
黒
澤
議
員
）

　

修
正
案
は
唐
突
と
い
う

印
象
。
新
制
服
の
負
担
の

増
額
分
を
出
す
と
い
う
議

論
だ
っ
た
。	（
森
谷
議
員
）

　

事
業
は
継
続
性
が
な
い

と
い
け
な
い
。
町
が
全
て

負
担
す
る
と
制
服
の
所
有

権
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

（
米
山（
俊
）議
員
）

　

保
護
者
の
方
と
も
協
議

し
た
結
果
増
額
分
の
補
助

に
な
っ
た
。	（
川
瀬
議
員
）

賛
成

　

再
審
請
求
を
さ
せ
な
い

現
行
制
度
を
変
え
、
冤
罪

を
主
張
で
き
る
よ
う
地
方

議
会
で
も
議
論
し
て
い
く

べ
き
。	（
米
山（
義
）議
員
）

審
査
結
果

　

委
員
会
で
は
「
賛
成

４
・
反
対
１
」
で
採
択
。

本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で

採
択
。
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答　弁質問・意見

調査・研究
　埋立てが完了した関屋原堤、リニ
ア発生土搬出のため道路改良された
洞新線、築₃₁年が経過し多くの修繕
箇所を抱える清流苑の３箇所の現地
視察をしました。

　１２月５日（月）・１４日（水）に総務産業建設常任 委員会、１２月７日（水）社会文教常任委員会を行い、
それぞれ付託された議案について審議しました。委 員会判断にて現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 と審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①外への流出防止には、加算金を設けたこと
により成果が見られる。大きな目的である
移住者を加速させるため、来年度の当初予
算に向け精査し検討する。

②経費としては５割～６割を支出し、残りが
基金へ。経済的な効果は、一定程度地元経
済に寄与。返礼品は町内産や町内にかかわ
りのあるものを扱っている。

③本格的な運用は12月１日から。11月の試験
運用では、在席と同等の業務ができたとの
報告を受けている。

④年々申請件数が減少。申請者や選考委員か
ら、ハードルが高く申請しにくいとの意見
がある。制度を分析し、検討したい。

⑤支配人・副支配人が該当。会計年度任用職
員として採用しており、業績に見合った対
応は困難。働き方や制度の仕組みを見直し、
業務改善を図っていく。

一般会計補正予算
①若者定住住宅取得祝金がＵＩターン
者・空き家バンク利用者と子育て世
帯者と同額では、移住対策としては
不十分だ。制度の見直しが必要では。

②くだものの里まつかわ応援寄附金の
経費を除いた町の収入は。経済効果
は。返礼品の調達先の現状は。

③テレワーク環境構築事業として購入
したパソコンの利用状況と、その成
果は。

④町民提案型まちづくり事業、２次３
次募集しても目標額に達成しない。
仕組みを変えるべきでは。

信州まつかわ温泉清流苑事業会計
⑤清流苑の管理職の給与・手当につい
て、上半期定期監査で、業績に見合っ
た対応が必要だとの指摘が出されて
いるが。

審査を付託された議案・請願
・松川町一般職の職員の給与に関する条例などの一部を

改正する条例の制定
・令和４年度 松川町一般会計補正予算（第５回）
・令和４年度 松川町水道事業会計補正予算（第２回）
・令和４年度 松川町下水道事業会計補正予算（第２回）
・令和４年度 信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正予算
（第２回）

・請願４号　冤罪被害者を一刻も早く救済するために再
審制度の速やかな改正を求める請願

総務産業建設常任委員会は、総務課・まちづくり政策
課・産業観光課・リニア対策課・建設水道課・議会事
務局の分野を担当しています。

総務産業建設
常任委員会

　付託された議案は、一般会計補正予算、特
別会計補正予算とも全員賛成であり、原案通
り認めることが妥当と決しました。
　請願４は賛成４、反対１、請願５は全員賛
成で採択しました。

・請願５号　「設計委託業者の設計金額＝落札
予定価格」を止めるための請願

夢脹らむ提跡地利用 改良、洞新線！待たれる信号機
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社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉課・教
育委員会（こども課・生涯学習課）・会計室の分野を担
当しています。

　１２月５日（月）・１４日（水）に総務産業建設常任 委員会、１２月７日（水）社会文教常任委員会を行い、
それぞれ付託された議案について審議しました。委 員会判断にて現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 と審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

答　弁質問・意見

一般会計補正予算
　中学校制服変更に伴う支援予算
144万円は。
①中学校費ではなく、教育委員会事
務局費に入れた理由は。

②対象人数と今後のスケジュールは。

③金額や購入メーカーついて議論は
されたのか。

介護保険事業特別会計
④職員給与費など繰入金増479万円
分の歳出はどのようになっている
のか。

⑤療養休暇中の職員が復帰した場合
の予算などの入出はどうなるのか。

⑥施設介護サービス給付費の負担金
補助が6,500万円と増額となった
内容は。

①保護者の負担軽減という意味合いが強く、祝
い金や学費応援補助金と同様に教育委員会事務
局費に計上した。

②対象は小学６年生116人と転入相談を含め120
人。採寸と注文は12月４日に実施済みで３月初
旬に手渡す予定。

③検討委員会のなかで価格やメーカーについて
議論している。今後何十年か対応するためにも
制服専門メーカーを選択した。

④包括的・継続的ケアマネジメント支援の職員
が療養休暇中で国、県からの交付金対象になら
ないので一般会計からの繰入をお願いした。歳
出は既に当初予算で計上してある。

⑤一般会計へは随時補正で対応し国、県からの
交付金は翌年度清算となる。

⑥新規利用者が15人増え5,400万円の負担増と療
養型から医療院に移行した人の利用料が１割程
増額している。

調査・研究
　敷地の一部を事業者に貸付予定している福与保育園と発
掘調査が進められている（仮）元気センター建設予定地の現
地調査を行いました。特に₄，₅₀₀年前の住居跡は歴史を感
じました。

審査を付託された議案　令和４年度
一般会計補正予算（第５回）
国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２回）
介護保険事業特別会計補正予算（第２回）

　付託された議案は、一般会計補正予算は反対１、賛成
５、特別会計補正予算は全員賛成で、委員会として原案
通り認めることが妥当と決しました。
　請願３「安全・安心の医療・介護実現のため人員増と
処遇改善を求める請願書」を求める請願については全員
賛成で採択と決しました。

社会文教
常任委員会

縄文人から続く住居跡
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２年振り各地で開催 「議会と語る会」
　コロナ禍により各地区での議会と語る会の開催ができませんでしたが、各区、団体の
要請を受け₁₀月に開催しました。事前に質問事項をご用意いただくなか、議会としても
準備をして臨みました。
　コロナ禍ということで、参加人数を制限しての開催としたところもありましたが、各
地区の状況、問題など、また町の施策への質問ご意見、また、議会への要望意見と多く
のご発言をいただきました。今回紙面の都合上一部ではありますがご紹介させていただ
きます。
　また、ご質問ご意見につきましては、議会で精査し、町へ繋げる事項、議会として議
論し提言に繋げる事項と選別し、取り組んでいます。

＊印：いただいたご意見　　○印：議員の答弁

＊
県
道
の
上
片
桐
バ
イ
パ

ス
南
側
先
線
に
つ
い
て

説
明
を
。

○
県
に
陳
情
中
。
高
森

町
・
豊
丘
村
と
期
成
同

盟
の
結
成
も
検
討
し
て

い
る
。
県
は
調
査
費
を

計
上
。
調
査
を
ま
と
め

て
い
る
段
階
。

＊
青
年
の
家
の
問
題
に
は

大
き
な
関
心
が
あ
る
。

池
の
平
を
含
め
ど
の
よ

う
な
計
画
な
の
か
。

○
青
年
の
家
を
運
営
す
る

業
者
は
当
初
１
年
間
の

み
委
託
予
定
。

＊
町
は
リ
ニ
ア
の
残
土
を

受
け
入
れ
る
予
定
が
あ

る
の
か
。

○
前
河
原
道
路
に
リ
ニ
ア

残
土
受
入
が
決
定
し
て

い
る
。
福
与
で
の
圃
場

整
備
と
し
て
残
土
受
け

入
れ
計
画
も
あ
る
。

＊
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
。

高
齢
者
世
帯
や
空
き
家

周
辺
で
は
、
立
木
が
繁

＊
議
会
は
町
に
対
し
て
要

望
書
・
意
見
書
の
政
策

提
案
の
提
出
を
毎
年
さ

れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
予
算
に
繋
が
る
提

案
を
お
願
い
し
た
い
。

○
議
会
と
し
て
政
策
提
案

は
毎
年
で
は
な
い
が
出

し
て
い
る
。
議
論
や
一

般
質
問
で
は
個
々
の
議

員
か
ら
出
て
い
る
。

＊
町
内
に
は
有
休
家
屋
土

地
が
有
る
が
、
町
と
し

て
利
活
用
計
画
を
検
討

し
、
活
力
あ
る
町
づ
く

り
を
し
て
欲
し
い
。

○
町
は
平
成
20
年
か
ら
空

き
家
バ
ン
ク
を
運
用
し

28
年
に
空
き
家
対
策
会

議
を
設
け
て
い
る
。
空

き
家
家
財
処
分
の
補
助

を
出
し
て
い
る
。
令
和

元
年
か
ら
宅
建
南
信
支

部
と
業
務
提
携
し
て
い

る
。

＊
高
森
町
と
人
口
を
競
っ

て
い
た
が
、
今
で
は
水

茂
し
て
し
ま
い
手
の
施

し
よ
う
が
な
い
箇
所
も

あ
る
。
猿
対
策
も
含
め

行
政
が
支
援
で
き
な
い

か
。

○
研
究
し
て
行
政
に
提
言

し
た
い
。

＊
高
森
町
に
比
べ
、
松
川

町
の
衰
退
が
激
し
い
。

リ
ニ
ア
開
通
後
の
人
口

対
策
は
。
Ｕ
タ
ー
ン
者

を
ど
う
増
や
す
の
か
。

○
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
確
立
に

向
け
て
議
会
と
し
て
も

考
え
て
い
く
。

を
あ
け
ら
れ
た
。
豊
丘

村
の
堀
越
は
、
民
宿
が

で
き
凄
い
。
産
業
の
育

成
に
も
人
口
減
対
策
に

本
腰
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

○
町
が
盛
り
上
が
る
よ
う

に
、
女
性
の
皆
さ
ま
か

ら
も
ア
イ
デ
ア
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、

議
会
も
取
り
組
み
た
い
。

＊
元
気
セ
ン
タ
ー
は
早
く

で
き
て
欲
し
い
。

○
運
用
開
始
は
令
和
６
年

４
月
か
ら
の
予
定
で
あ

る
。

上
大
島
地
区

女
性
団
体
連
絡
会

令
和
４
年
10
月
５
日

参
加
者　
男
性
16
名

令
和
４
年
10
月
12
日

参
加
者　
11
名
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＊
自
治
会
や
区
の
課
題
で
、

高
齢
化
が
進
む
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
役

職
、
除
雪
な
ど
の
地
域

の
対
応
作
業
に
負
担
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
町

や
県
で
対
応
し
て
ほ
し

い
。

○
行
政
と
各
自
治
会
な
ど

で
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
、
先
が

見
え
て
い
る
。
集
落
支

援
員
な
ど
を
含
め
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

＊
議
員
の
成
り
手
不
足
に

つ
い
て
、
議
会
議
員
を

目
指
し
た
く
な
る
よ
う

な
工
夫
を
。
子
育
て
世

代
も
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
に
議
員
報
酬
を
増

額
す
る
。
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
も
会
議
に
出
席

で
き
る
よ
う
に
、
夜
間

や
、
休
日
に
開
催
す
る

な
ど
。
ま
た
定
数
削
減

も
必
要
で
は
。

○
議
員
報
酬
だ
け
で
生
活

＊
リ
ニ
ア
発
生
土
運
搬
に

つ
い
て
、
洞
新
線
が
改

修
さ
れ
た
以
後
の
国
道

１
５
３
号
線
小
松
川
橋

南
と
北
交
差
点
、
鶴
部

の
信
号
交
差
点
が
非
常

に
危
険
な
状
態
に
な
る

の
で
は
な
い
か
心
配
し

て
い
る
。

○
安
全
は
も
ち
ろ
ん
生
活

面
で
も
影
響
が
最
小
限

と
な
る
よ
う
意
見
を
リ

ニ
ア
対
策
課
に
出
し
、

住
民
の
皆
様
に
十
分
説

明
を
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
る
。

＊
長
野
県
全
体
の
児
童
数

が
減
っ
て
い
る
な
か

で
、
松
川
町
は
10
年
前

の
１
３
０
０
人
か
ら

９
８
５
人
に
減
っ
て
い

て
24
・
４
%
の
減
で
あ

り
、
こ
れ
は
近
隣
の
町

村
と
比
べ
て
も
特
出
し

て
い
て
由
々
し
き
事
態

だ
。
町
の
土
地
も
含
め

て
有
効
利
用
で
き
る
利

＊
議
会
だ
よ
り
の
内
容
を

変
え
て
も
良
い
の
で
は
。

特
集
を
組
ん
で
ひ
と
つ

の
内
容
を
掘
り
下
げ
て

ほ
し
い
。

○
議
会
だ
よ
り
の
特
集
は

紙
面
の
都
合
上
毎
号
取

り
上
げ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
一
年
に
一
回

程
度
の
頻
度
で
組
ん
で

き
た
。
毎
号
だ
と
深
堀

り
す
る
時
間
が
厳
し
い
。

　

自
治
会
対
策
は
議
会
と

し
て
も
し
っ
か
り
考
え

て
い
く
。

＊
自
治
会
対
策
会
議
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
自
治

会
か
ら
の
脱
退
を
止
め

る
方
法
を
皆
で
考
え
て

ほ
し
い
。
町
主
導
で
自

治
会
の
再
編
成
の
た
め

に
も
っ
と
動
い
て
ほ
し

い
。

＊
自
治
会
は
早
急
に
対
策

を
考
え
な
い
と
解
散
し

て
し
ま
う
ほ
ど
の
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
脱

す
る
の
も
難
し
い
。
夜

間
や
、
休
日
に
開
催
す

る
の
も
、
女
性
の
参
加

は
負
担
が
多
い
。
定
数

削
減
に
対
し
て
も
多
様

な
意
見
が
出
な
く
な
る

弊
害
が
あ
る
。

＊
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
に

向
け
て
松
川
町
を
ど
の

よ
う
な
町
に
し
て
い
く

の
か
。

○
町
の
将
来
展
望
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
な

い
な
か
、
議
会
も
提
言

を
し
て
い
く
。

用
方
法
を
提
案
し
て
き

た
が
、
町
と
し
て
の
少

子
化
対
策
は
全
く
実
行

さ
れ
て
い
な
い
。
議
会

は
、
具
体
的
な
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
政
策

を
町
長
と
一
緒
に
進
め

て
欲
し
い
。

○
児
童
数
の
減
少
は
非
常

に
驚
い
て
い
る
。
今
の

上
片
桐
の
な
か
で
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
具
体

的
な
策
は
な
い
が
、
議

会
と
し
て
も
本
当
に
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
き

た
い
。

退
を
止
め
る
た
め
に
具

体
的
な
内
容
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

○
自
治
会
規
模
に
よ
っ
て

課
題
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
規
模
の
大
き
さ
で

分
け
る
な
ど
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。

＊
井
水
の
水
量
が
こ
こ
数

年
で
増
水
し
て
き
た
。

水
路
と
し
て
対
応
し
て

く
れ
な
い
か
。

○
町
も
井
水
は
一
般
河
川

と
し
て
と
ら
え
始
め
て

い
る
。

古
町
地
区

上
片
桐
地
区

上
新
井
地
区

令
和
４
年
10
月
21
日

参
加
者　
12
名

令
和
４
年
10
月
22
日

参
加
者　
20
名

令
和
４
年
10
月
19
日

参
加
者　
19
名
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LINEサポーターの質問にお答えします

（仮称）元気センターについて

えみりあや、他の施設とカブっ
ているように思える

城山にある老人福祉センターと旧北名子
保育園（現地域活動支援センター）を統
合してできるのが（仮称）元気センター
です。フリースペースは学校帰りの子ど
もたちの居場所としても利用できます。
スケジュール感を持って進めてまいりま
す。ご理解をおねがいいたします。

子育世代にはうれしいですね

スケジュールありきのような
気がします

子どもへの投資について

保育士さんの給与、少ないです
よね・・

保育士の処遇改善は、国の支援を受け保
育園に勤務する職員の賃金改善をおこ
なったところです。松川町では国の配置
基準より手厚く職員を配置しておりま
す。ひきつづき保育士の働く環境改善に
努めて参ります。

町も子育て支援頑張ってほし
いですね。

子育て環境施設について

おひさまについては、特に冬場の利用に
関してご意見をいただいております。お
ひさまも築40年を経過し今後のあり方
を検討する時期にあります。他町村の子
育て支援センターやご意見を参考に検討
を進めて参ります。

えみりあでもサテライトおひさまを開催
しています。第１子のお母さんに向けて
※BP1プログラムも行っています。

おひさま、遠いし使いづらい。

近隣の町村の公園に行っちゃ
います。

　4月より活動を開始しました松川町LINEサポーターですが、10月に皆さまの意見を取りま
とめ町に質問書として提出しました。町より回答が寄せられましたので一部ではありますが
紹介いたします。なお回答書の全文は町のHPや右記のQRコードでもご覧いただけます。

皆さん気軽に意見を

　　投稿してくれています。

興味のある方は是非

　　　　　までアクセスして

　　　　　　　　みてください。

※BPIプログラムとは、参加型の親子のきずなづくりプログラム
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下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
・
令
和
４
年
議

員
総
会
が
11
月
11
日（
金
）

午
後
大
鹿
村
交
流
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

第
一
部
講
演
会
は
未
来

投
資
研
究
所
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研

究
室
長
・
小
林
憲
市
氏
か

ら
「
今
求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

学
び
か
ら
実
践
へ
～
」
と

の
演
題
で
あ
っ
た
。

　

第
二
部
総
会
で
は
、
８

月
25
日
に
ま
と
め
た
県
へ

の
要
望
陳
情
13
項
目
に
つ

い
て
、
正
副
議
長
に
よ
る

９
月
22
日
の
要
望
陳
情
活

動
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
県

議
会
で
の
採
択
状
況
が
県

会
議
員
・
熊
谷
元
尋
氏
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

　

飯
島
町
・
中
川
村
・
大

鹿
村
・
松
川
町
で
構
成
す

る
中
部
伊
那
町
村
議
会
協

議
会
は
、
11
月
24
日
飯
島

町
文
化
館
に
て
、
３
年

ぶ
り
の
研
修
会
を
行
っ

た
。
研
究
討
議
で
は
、
第

１
分
科
会
「
産
業
・
建
設

関
係
」
第
２
分
科
会
「
総

務
・
環
境
関
係
」
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
か

ら
の
要
望
事
項
の
説
明
と

質
疑
・
協
議
を
行
い
、
全

体
会
で
報
告
、
確
認
さ
れ

た
。
続
く
講
演
会
で
は
、

講
師
に
合
同
会
社
Ｋ
Ｕ
コ

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
飯
島
町

Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
高
橋
邦

夫
氏
が
、「
自
治
体
D
Ⅹ

の
め
ざ
す
も
の
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
た
。

要
望
項
目
と
結
果

採
択
さ
れ
た
項
目

・
飯
島
飯
田
線
飯
田
以

北
の
整
備
促
進
を

・
竜
神
大
橋
の
早
期
完

成
を

・
天
竜
川
堤
防
道
路
を

活
用
し
た
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
を

・
国
道
１
５
３
号
下
伊

那
北
部
地
区
の
再
整

備
を

・
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
防

災
事
業
の
促
進
、
国

道
１
５
２
号
の
通
年

通
行
の
実
施
を

・
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
に
伴
う
支
援
を

継
続
審
査

　
　と
さ
れ
た
項
目

・
森
林
整
備
事
業
の
推

進

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会

議
員
総
会

　

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
10
月
31
日（
月
）

午
後
下
條
村
コ
ス
モ
ホ
ー

ル
で
「
信
州
大
学
出
前
講

座
」
活
用
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
、
信
州
大
学
地
域

防
災
減
殺
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
・
大
塚　

勉
先
生
か

ら
「
文
化
財
や
ジ
オ
パ
ー

ク
か
ら
学
ぶ
地
質
と
防

災
」
と
の
テ
ー
マ
で
講
義

を
受
け
た
。
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
再
認
定
を
受
け

た
日
本
国
内
９
か
所
の
一

つ
の
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ

パ
ー
ク
を
抱
え
る
身
近
な

地
形
形
成
に
つ
い
て
、
地

質
学
の
専
門
家
か
ら
学
び
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
た
。

飯
伊
市
町
村
議
会

議
員
研
修
会

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
授
業

づ
く
り
に
支
援
強
化

を
・
物
価
高
騰
に
よ
る
給

食
費
支
援
強
化
を

・
小
中
学
校
教
育
体
制

の
支
援
強
化
を

・
学
校
図
書
館（
室
）の

利
活
用
の
支
援
強
化

を
・
南
信
州
地
域
に
子
ど

も
病
院
設
置
を

・
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

の
費
用
助
成
を

議
会
の
動
き
・
飯
伊
・
北
部
・
中
部
伊
那

第
一
分
科
会

・
国
道
１
５
３
号
伊

南
・
南
信
州
北
部
間

改
良
促
進

・
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿

線
の
防
災
事
業
促
進
、

国
道
１
５
２
号
の
通

年
通
行
の
実
施

・「
飯
島
飯
田
線
」
飯

田
以
北
の
早
期
整
備

促
進

・
小
規
模
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
活
用
の
森

林
整
備
推
進

第
二
分
科
会

・
香
害
及
び
化
学
物
質

過
敏
症
へ
の
全
県
的

な
取
り
組
み
強
化

・
リ
ニ
ア
新
幹
線
事
業

発
生
土
問
題

・
障
が
い
者
と
ひ
と
り

親
の
福
祉
医
療
費
窓

口
無
料
化
の
実
現

・
不
登
校
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
多
様
な
学

習
機
会
の
確
保
の
た

め
に
経
済
的
支
援
制

度
の
推
進

中
部
伊
那
町
村
議
会

協
議
会
議
員
研
修
会
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声を届けよう特 集 請願
陳情

　町民の皆さんは、町政についての要望や意見、また、国や県へ望むことなどを、「請願」
や「陳情」という文書にして、町議会へ提出することができます。
　私たちは、日々の生活のなかで、いろいろな問題に出会い、その多くは自分たちで解決
していますが、それが市町村や国・県などの仕事で、どうしても自分たちだけでは解決で
きない問題に出会うこともあります。そこで、町民が町政などについて直接、町議会に意
見や要望を言うことができる制度、これが「請願」や「陳情」です。

　

請
願
と
は
、
日
本
国
憲
法

第
16
条
に
定
め
ら
れ
た
国
民

の
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
で
、

国
民（
町
民
）が
直
接
意
見
や

希
望
を
述
べ
る
こ
と
で
き
ま

す
。

　

内
容
が
町
が
行
う
事
に
該

当
す
る
場
合
は
町
へ
、
国
や

県
が
行
う
事
に
該
当
す
る
場

合
は
、「
意
見
書
」
と
し
て

内
閣
総
理
大
や
各
大
臣
、
県

知
事
な
ど
へ
町
議
会
か
ら
送

り
、
そ
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

審議の流れ☆彡　議会の審議結果

☆彡　議会の取り組み事例

受付・受理

付　　　託

委員会審議

本会議審議

可否を採決

結果を通知

請願者は紹介議員を介して、請願書を
議会事務局に提出。

（陳情は紹介議員がいりません）
議会事務局では、提出書類について不
備などを審議し、問題がなければ受理。

議長が議会に諮り、常任委員会に
審査を付託します。

常任委員会で慎重に審議
（質疑・討論の後、採決）

常任委員会の審議結果を報告

常任委員会の審議結果について
（質疑・討論の後、採決）

採択、不採択といった議会の判断は、
書面で請願者に通知

提出期日について
　請願・陳情書は、定例会の開会日前概ね2週間までに提出してください。
　それ以降に提出された請願・陳情書は、次の定例会で審査されることになりますので、提
出期日にご注意ください。

R２年３月定例会に「妊婦を対
象とした歯科健康検査の実施を
求める陳情」が提出されました。

R２年６月定例会一般会計補正
予算（第７回）に₁₆₅，₀₀₀円の予
算が付けられ事業がスタートし
ています。
妊婦期間中一人１回　全額無料

（調査期間：2015.6 ～ 2022.9）

陳　情 請　願

項　目 採択 一部
採択 不採択 継続 採択 一部

採択 不採択 継続

件　数 17 1 8 2 21 0 7 2

採択率 61% 70%

︻
請
願
︼

︻
陳
情
︼

　

請
願
と
同
じ
よ
う
に
、
国

や
地
方
公
共
団
体（
市
区
町

村
）な
ど
へ
、
実
情
を
述
べ

て
問
題
の
解
決
や
改
善
な
ど

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　

請
願
の
よ
う
に
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
権
利
で
は
な
く
、

法
的
な
効
果
が
発
生
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
議

会
で
は
、
内
容
に
よ
っ
て
は

請
願
書
と
同
じ
よ
う
に
取
り

扱
い
ま
す
。

議会で採択
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令和４年第6回臨時会議決結果
●全員一致で議決されたもの

令和4年第4回定例会議決結果
●全員一致で議決されたもの

議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田

　亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵

　
洋

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結

　果
内　　　容

令和４年度
補正予算

令和4年度　一般会計補正予算（第5回）に
ついて 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可決 7763万2千円を追加し、73億9234万9千円とする

請願 冤罪被害者を一刻も早く救済するために
再審制度の速やかな改正を求める請願 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 採択 提出者　日本国民救済会　飯伊支部長　原　正治氏

発議 再審制度の速やかな改正を求める意見書
の提出について ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可決 提出者　加賀田　亮議員

修正動議 令和4年度松川町一般会計補整予算（第5
回）に対する修正動議 ● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● 否決 中学制服の負担額を全額負担にするための一部予算変更

件　　　　名 結果 内　　　容

補正予算 一般会計歳入歳出補正予算（第４回） 可決 2億7,940万3千円を追加し73億1471万7千円とする

計画変更 辺地に係る総合整備計画の変更について 可決 観光販売の促進による産業振興に伴い、景観整備や周辺観光施設の整
備を行うため

件　　　　名 結果 内　　　容

条例

松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 人事院勧告に伴う条例改正

職員の定年などに関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 職員の定年の引き上げに関する条例

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について 可決 職員の定年延長の引き上げに伴う関係条例の改正

町役場支所設置並びにその名称、位置及び所管区域に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決 「生田5958-1　みなみ信州農業協同組合生田事業所内」を「生田5940-6

松川町共同福祉施設内」に改める

令
和
4
年
度
補
正
予
算

令和4年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3回）につ
いて 可決 3630万7千円を追加し、11億7654万円とする

令和4年度松川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2回）に
ついて 可決 40万2千円を減額し、1億7507万8千円とする

令和4年度介護保険事業特別会計補正予算（第2回）について 可決 7175万9千円を追加し、14億9899万円とする

令和4年度松川町水道事業会計補正予算（第2回）について 可決 収益的支出　3億1416万1千円
資本的収入　　　4483万3千円　　資本的支出1億5752万8千円

令和4年度松川町下水道事業会計補正予算（第2回）について 可決 収益的支出　5億7782万3千円
資本的収入　6億2645万7千円　　資本的支出8億4586万8千円

令和4年度松川町信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正予算（第2
回）について 可決 857万円を追加し、４億2502万2千円とする

選任
松川町農業委員会の委員の選任について 同意

米山 広敏氏、大場 健彦氏、松下 敏章氏、斎藤 和勇氏、大澤 政弘氏、
牛久保 守氏、米山 孝弘氏、下澤 隆治氏、北沢 ひろみ氏、佐々木 孝子氏、
古谷 はるみ氏、大島 理可氏

松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 下澤　和彦氏

契約 令和4年度旧長野県松川青年の家長寿命化改修工事請負契約の締結
について 可決 契約金：1億3684万円　契約の相手方：株式会社　林材木店

推薦 松川町人権擁護委員の選任について 同意 柴芝 綾子氏

陳情・請願
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める請願 採択 安全・安心の医療・介護実現のため

「設計委託業者の設計金額=落札予定価格」を止めるための請願 採択 「設計委託業者の設計金額=落札予定価格」を止めるため

発議 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見
書の提出について 可決 提出者　松井 悦子議員

10月～12月　　主な議会日程
10月 4日（火） 広報部会 22日（火） 総務産業建設常任委員会

5日（水） 議会と語る会（古町地区公民館） 24日（木） 中部伊那町村議会議員研修会
6日（木） 広報部会 25日（金） 議会全員協議会

12日（水） 議会と語る会（女団連） 29日（火） 第7回臨時会
19日（水） 議会と語る会（上新井地区公民館） 12月 1日（木） 第４回定例会開会
20日（木） 下伊那北部総合事務組合定例会 5日（月） 総務産業建設常任委員会
21日（金） 議会と語る会（古町地区公民館） 7日（水） 社会文教常任委員会
22日（土） 議会と語る会（上片桐改善センター） 12日（月） 広聴部会
24日（月） 議会全員協議会 14日（水） 一般質問、議員協議会、議会運営委員会、

総務産業建設常任委員会26日（水） 総務産業建設常任委員会視察研修
27日（木） 総務産業建設常任委員会視察研修 20日（火） 議会改革推進会議、議会全員協議会、

定例会最終日31日（月） 飯伊町村議会議員研修会
11月 1日（火） 第6回臨時会、議会運営委員会、議員協議会 21日（水） 広報部会

4日（金） 自治政策課題研修会、職員組合との懇談会 26日（月） 広報部会
11日（金） 北部ブロック町村議会研修会総会
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　松川町の特産品りんごを遠方から買いに来て
くれています。
「どれがいいかな？」

　2022年10月発行の157号表紙に掲載しました
俳句「満月に雲がうっすらとうせんぼ」の句は松
尾いろはさん作でした。松尾いろはさん、松尾ア
ムさんには手違いでご迷惑をおかけしました。お
詫び申し上げます。

　2022年10月発行の157号表紙に掲載しました
俳句「満月に雲がうっすらとうせんぼ」の句は松
尾いろはさん作でした。松尾いろはさん、松尾ア
ムさんには手違いでご迷惑をおかけしました。お
詫び申し上げます。

お知らせお知らせ

議会の様子がYouTubeで見られます

　「松川町議会チャンネル」と検索していただく
と過去の本会議、全員協議会、委員会、各議員の
一般質問の様子を御覧いただけます。ぜひ、検察
してみてください。

　「松川町議会チャンネル」と検索していただく
と過去の本会議、全員協議会、委員会、各議員の
一般質問の様子を御覧いただけます。ぜひ、検察
してみてください。

県への要望を

　知事、県議会に届けました。
　９月22日北部ブロック町村議会からの要望書
を正副議長10人と各町村の局長で長野県庁へ行
ってきました。

　知事、県議会に届けました。
　９月22日北部ブロック町村議会からの要望書
を正副議長10人と各町村の局長で長野県庁へ行
ってきました。

LINEサポーターメンバー募集

　議会では町民の皆様に町政に関
心を持っていただき意見交換をす
るために、LINEメンバーを随時
募集しています。どなたでも参加
できます。スマートフォンのライ
ンを利用します。
　お気軽にご連絡ください。

　議会では町民の皆様に町政に関
心を持っていただき意見交換をす
るために、LINEメンバーを随時
募集しています。どなたでも参加
できます。スマートフォンのライ
ンを利用します。
　お気軽にご連絡ください。

議会サポーター
応募先アドレス

https://onl.tw/3nXkpQH

1．米山郁子（17ページ）
　・松川町役場は日本一の職場になっ
たか

2.　米山義盛（18ページ）
　・松川町の子育て支援の一環とし
て学校給食無料化への方策を問
う

　・児童生徒たちの学校生活は健や
かであるか

3.　加賀田亮（19ページ）
　・第 5次松川町総合計画「改定版」
にて掲げた「実績」について問う

　一般質問は議員が町長などに対し、事
業の執行状況や将来の方針などについて
所信や疑問をただし説明を求めるもので
す。
　12月定例会では３人の議員が質問をし
ました。
　スペースの都合上質問者の責任におい
て質問、答弁を要約して掲載しています。

所信を質す！所信を質す！

一般質問のようす
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問

答

松川町役場は日本一の職場になったのか

ICTを含め効果的な運営を検討

仕
事
を
し
易
い
工
夫
は
。

（
総
務
課
長
）
　職
員
安
全

衛
生
委
員
会
を
定
期
的
に

開
催
し
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

を
実
施
。
令
和
３
年
度
は

16
カ
所
改
善
し
た
。

（
問
）
　職
員
に
と
っ
て
相

談
し
や
す
い
環
境
は
整
っ

て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　※

メ
ン

タ
ー
制
度
が
相
談
に
役

立
っ
て
い
る
。

（
問
）
　情
報
の
共
有
や
研

修
の
機
会
は
提
供
さ
れ
て

い
る
か
。

（
総
務
課
）
　月
２
回
課
長

会
議
を
開
催
し
、
各
課
の

情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

　（
問
）
　ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
と
高
ス
ト
レ
ス
者
の
状

況
は
。

（
総
務
課
長
）
　ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
は
10
月
に
実
施
、

95
・
８
％
が
受
診
。
高
ス

ト
レ
ス
該
当
は
10
名
で
、

医
師
の
受
診
を
勧
奨
し
て

い
る
。

（
問
）
　仕
事
の
負
荷
と
し

て
業
務
量
調
査
は
さ
れ
可

視
化
し
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　各
課
の
業

務
内
容
ご
と
の
、
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
検
討
資
料
を
作
成

中
で
あ
る
。

（
問
）

　職
員
の
配
置
期
間

年
数
に
決
ま
り
は
あ
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　係
長
以
上

が
２
～
３
年
、
ス
タ
ッ
フ

が
３
～
５
年
を
目
安
と
し

て
い
る
。

（
問
）
　年
次
有
給
休
暇
取

得
の
現
状
は
。

（
総
務
課
長
）
　平
均
で

９
・
３
日
、
夏
季
休
暇
日

数
を
増
や
す
な
ど
対
応
し

て
い
る
。

　人口減少や税収入の落ち込み、コロナ対策などを背景に、自治体の現
場は多くの課題に直面している。住民に寄り添った幅広い行政サービス
を提供するためにも行政職員満足が必要であり、それが住民満足へと繋
がっていく。
　現状の職場環境について、いくつかの視点から質した。改善すること
により住民満足へと繋がっていくことを願う。

ちょっと拝見－職員が利用する休憩室

米山郁子 議員

（
問
）

　町
長
は
松
川
町
役

場
を
働
き
や
す
い
職
場
環

境
に
し
て
、
日
本
一
の
職

場
に
す
る
と
い
う
大
き
な

志
が
あ
る
。
３
年
半
経
過

し
て
職
場
環
境
整
備
は
さ

れ
日
本
一
の
職
場
と
な
っ

た
の
か
。

（
町
長
）
　職
員
が
生
き
生

き
と
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

地
域
が
盛
り
上
が
る
結
果

に
繋
が
れ
ば
と
の
思
い
で

あ
る
。
現
状
と
し
て
日
本

一
の
職
場
に
な
っ
た
の
か

評
価
が
難
し
い
。

（
問
）
　照
明
、
騒
音
対
策
、

衛
生
設
備
、
休
憩
設
備
な

ど
、
職
員
が
仕
事
を
す
る

に
あ
た
り
快
適
な
室
内
環

境
は
整
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　平
成
24
年

の
大
規
模
改
修
時
に
一
定

の
環
境
設
備
改
善
は
整
っ

た
。
適
宜
見
直
し
て
い
る
。

（
問
）
　作
業
ス
ペ
ー
ス
や

作
業
姿
勢
な
ど
、
職
員
が

※
メ
ン
タ
ー
制
度
と
は
⋮
先
輩
が
新
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と



一般質問の詳細は議会の公正 YouTubeでご覧になれます。 松川町　議会　YouTube 松川町議会だより　2023.1.15　No.158 18

米山義盛 議員

（
問
）

　当
町
児
童
数
が
10

年
前
よ
り
24
％
減
少
し
て

い
る
こ
と
を
、
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

（
町
長
）
　大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
全
国
的
に

も
減
少
の
な
か
、
松
川
町

に
お
い
て
も
、
出
生
数
の

減
少
に
よ
り
、
今
後
児
童

生
徒
数
も
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
子
育
て
世
帯
の

減
少
に
よ
る
も
の
。
令
和

３
年
度
中
の
出
生
数
は
73

名
で
、
児
童
生
徒
数
の
減

少
は
続
く
と
予
想
さ
れ
、

子
育
て
支
援
施
策
の
多
岐

に
わ
た
る
充
実
が
必
要
と

考
え
る
。

（
問
）
　子
育
て
世
代
支
援

の
一
環
で
学
校
給
食
の
負

担
を
軽
減
・
無
料
化
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

当
町
で
の
取
り
組
み
は
如

何
な
も
の
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）
　小
学
校

は
1
食
２
６
８
円
年
間
２

０
０
食
、
二
校
で
６
４
１

人
分
年
額
３
５
０
０
万
円
、

中
学
校
は
一
食
３
２
０
円

年
間
２
０
０
食
で
、
３
２

８
名
分
年
額
２
２
０
０
万

円
で
、
総
額
５
７
０
０
万

円
と
な
る
。
有
機
農
業
の

食
材
活
用
に
町
か
ら
補
助

し
て
い
る
。
ま
た
、
要
保

護
児
童
数
は
、
小
中
学
校

合
わ
せ
て
84
名
で
あ
る
。

（
問
）
　今
学
校
給
食
無
料

化
を
求
め
る
署
名
な
ど
も

ど
ん
ど
ん
取
り
組
ま
れ
て

お
り
学
校
給
食
の
無
料
化

に
向
け
た
動
き
を
強
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
こ
ど
も
課
長
）
　他
町
村

で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

財
源
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。

（
町
長
）
　年
間
５
７
０
０

万
円
を
住
民
一
人
一
人

に
割
る
と
1
人
年
額
で

４
５
０
０
円
か
ら
５
０
０

０
円
程
度
。
い
き
な
り
無

償
化
で
は
な
く
、
段
階
的

に
考
え
て
い
く
時
期
に
き

て
い
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。

（
問
）
　少
子
化
の
な
か
、

不
登
校
生
が
急
増
し
て
い

る
学
校
教
育
の
現
状
を
ど

う
見
て
い
る
か
。
当
町
の

実
態
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
　全
国
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
が
令
和
3

年
度
小
学
校
１
０
０
０
人

あ
た
り
約
13
人
に
対
し
て

松
川
町
は
18
・
６
人
。
中

学
校
が
全
国
１
０
０
０
人

あ
た
り
約
50
人
に
対
し
て

松
川
町
は
64
人
と
い
う
状

況
。
さ
ら
に
学
校
現
場
に

お
い
て
個

別
最
適
な

学
び
と
多

様
な
学
び

を
実
現
し

て
い
く
必

要
が
あ
る

と
感
じ
て

い
る
。

問

答

学校給食無料化と不登校問題を問う

子育て支援の上で段階的に検討したい

北小学校この学び舎から何人が巣立ったか！

　この10年間の小中学生数は松川町では24％の減少と近隣町村と比べて
突出している。子育て支援の拡充が強く求められているなかで、他市町
村で既に取り組まれている学校給食の無料化は喫緊の課題であり、当町
での取り組みを促したい。少子化が進行するなかでありながら、不登校
児童生徒の上昇は、学校教育体制のあり方が根本から問われている。地
域の子ども達への教育に直接責任を負う、教育委員会の取り組みはどう
であるか？

（
問
）

　全
国
平
均
と
比
べ

不
登
校
の
子
ど
も
数
が
多

い
と
、
学
校
教
育
の
あ
り

方
が
今
問
わ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
教
育
委
員
会
で

の
議
論
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
　教
育
委
員
会

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も

達
の
学
び
の
場
を
確
保
し

て
い
く
上
で
民
間
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携

を
考
え
て
い
る
。
学
校
に

お
い
て
は
、
今
新
し
い
学

習
指
導
要
領
の
主
体
的
対

話
的
で
深
い
学
び
と
個
別

最
適
な
学
び
を
追
究
し
て

い
る
。
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「口先だけ」にならぬよう願う

（
問
）　

①
移
住
促
進
が
芳

し
く
な
い
。
近
隣
市
町
村

と
大
き
く
差
が
開
い
た
。

原
因
は
何
か
。

（
町
長
）　

子
育
て
支
援
の

Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
。

（
問
）　

原
因
が
わ
か
っ
て

い
る
の
な
ら
、
な
ぜ
手
を

打
た
な
い
の
か
。

（
町
長
）　

町
内
の
子
育
て

世
帯
に
発
信
者
に
な
っ
て

も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い

る
。

（
問
）　

そ
れ
で
も
移
住
実

績
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

事
実
を
直
視
し
て
い
る
か
。

（
町
長
）　

良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
が
あ
る
の
な
ら
議
会
か

ら
提
示
し
て
は
。

（
意
見
）　

全
国
に
成
功
事

例
が
ゴ
マ
ン
と
あ
る
。
そ

れ
ら
を
研
究
し
て
試
行
す

る
こ
と
す
ら
で
き
て
い
な

い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

加賀田亮 議員

功
事
例
に
学
ぼ
う
と
せ
ず
、

自
己
満
足
的
な
運
用
だ
。

職
場
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
約
２
年

間
、
進
捗
情
報
を
議
会
に

報
告
し
な
い
。
そ
も
そ
も

整
然
と
し
た
シ
ス
テ
ム
構

築
計
画
が
あ
る
の
か
疑
問

だ
。

（
問
）　

③
商
工
業
振
興
の

実
績
は
。
企
業
誘
致
件
数

は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
結
果

だ
が
、
原
因
は
ど
こ
に
あ

る
と
思
う
か
。

（
町
長
）　

紹
介
で
き
る
土

地
が
な
い
こ
と
が
原
因
だ
。

（
問
）　

④
自
治
会
問
題
の

実
績
は
。
自
治
会
か
ら
の

意
見
は
十
分
に
聞
い
た
は

ず
だ
。
行
政
と
し
て
何
を

実
行
し
た
の
か
。

（
町
長
）　

町
は
自
治
会
の

あ
り
方
を
提
示
す
る
つ
も

り
は
な
い
。
成
功
事
例
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
問
）　
「
ひ
と
り
一
人
が

輝
く
」
と
い
う
目
標
に
は

実
績
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
）　

コ
ロ
ナ
で
活
動

で
き
ず
自
然
消
滅
す
る
団

体
も
あ
る
。
発
表
の
場
も

な
く
意
欲
が
上
が
ら
な
い

状
況
だ
。

（
意
見
）　

町
長
の
意
欲
が

込
め
ら
れ
た
総
合
計
画
改

定
版
も
あ
と
１
年
余
の
期

限
だ
。
し
か
し
重
要
な
政

策
は
ほ
と
ん
ど
実
績
を
上

げ
て
お
ら
ず
、
追
求
す
れ

ば
責
任
転
嫁
の
よ
う
な
答

弁
が
散
見
さ
れ
る
。

　

口
先
だ
け
で
「
や
っ
て

い
る
」
と
言
う
が
実
績
が

ほ
と
ん
ど
伴
わ
な
い
。
結

果
を
出
せ
な
い
町
政
に
強

い
不
安
を
感
じ
る
。

問

答

町長の総合計画改定版の実績は

やってはいる

真
剣
さ
が
足
り
な
い
の
で

は
。
議
会
に
苦
言
を
呈
す

る
以
前
の
問
題
だ
。

（
問
）　

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

情
報
化
推
進
は
。
住
民
向

け
情
報
発
信
が
遅
い
と
の

苦
情
も
多
い
。
そ
の
う
え

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
は
的
外
れ
な

も
の
ば
か
り
だ
が
。

（
町
長
）　

早
い
情
報
発
信

を
検
討
し
て
み
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
発
信
は
問
題
と
思
っ
て

い
な
い
。

（
問
）　

職
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
事
務
効
率
化
の
進
展

は
。
令
和
７
年
の
目
標
に

向
か
っ
た
進
捗
状
況
は
。

（
町
長
）　

準
備
が
出
来
た

ら
議
会
に
も
公
表
す
る
つ

も
り
だ
。

（
意
見
）　

行
政
に
情
報
発

信
の
明
確
な
指
針
が
な
い
。

自
律
的
な
公
表
期
限
を
設

け
ず
怠
惰
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
他
町
村
の
成

　町長の意欲が込められた「総合計画改定版」の期限は残り１年余だ。
この総合計画に掲げた①移住促進、②ＩＣＴによる情報化推進、③商工
業の振興、④自治会問題、について３年９か月の取り組みと実績を質し
た。残念ながら実績はほとんどないようだ。口先だけで「やっている」
と答弁するも、結果が全く伴わない。これでは信用・信頼すらも失いか
ねない。来年４月の町長選立候補も明言しない。町政を担う覚悟が本当
にあるのかさえ疑わしくなる。
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「
松
川
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
新
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た

め
に
選
ん
だ
の
が
松
川
町
で
し
た
。

　

私
は
伊
那
市
出
身
、
妻
は
喬
木

村
出
身
で
結
婚
を
決
め
た
当
初
、

お
互
い
の
仕
事
や
環
境
を
変
え
な

く
て
も
暮
ら
せ
る
場
所
と
し
て
探

し
た
の
が
松
川
町
で
す
。
始
め
は

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
で
自
治
会
や
近

所
の
方
と
の
付
き
合
い
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
産
ま

　議会の編成替えにより、広報部
会（議会だより編集）のメンバーが
変わりました。２年間お世話様に
なります。どうぞ宜しくお願い致
します。	 （広報部会一同）

2023.1.15
N

o.158
中
平
文
夫

（部　長）

松 井 悦 子

（副部長）

米 山 義 盛

塩 沢 貴 浩

（部　員）

間 瀬 重 男

黒 澤 哲 郎

米 山 郁 子

広 報 部
（編集委員会）

人
の
温
か
さ
を
感
謝
す
る
毎
日

（
清
上
）
今
井
浩
輔

れ
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
る
と
決

め
た
時
ど
こ
の
場
所
に
す
る
か
考

え
ま
し
た
。
結
局
松
川
町
が
一
番

落
ち
着
い
て
暮
ら
せ
そ
う
だ
と
思

い
土
地
探
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

上
片
桐
に
子
ど
も
が
の
び
の
び

暮
ら
せ
そ
う
な
土
地
を
見
つ
け
家

を
建
て
て
、
も
う
す
ぐ
三
年
に
な

り
ま
す
。	

松
川
町
に
縁
も
ゆ
か

り
も
無
い
我
が
家
に
近
所
の
人
が

採
れ
た
て
の
野
菜
を
持
っ
て
き
て

く
れ
た
り
、
気
さ
く
に
話
し

か
け
て
く
れ
て
笑
顔
を
も

ら
っ
た
り
、
子
育
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
励
ま
し
を
も
ら
っ

た
り
、
周
り
の
人
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
あ
り
が
た
み
を

感
じ
て
い
ま
す
。
見
ず
知
ら

ず
の
土
地
に
住
む
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
人
の
暖
か
さ
に

感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

　

住
み
始
め
た
頃
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
っ
て
自

治
会
活
動
が
軒
並
み
中
止
に

な
っ
て
お
り
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
度
は
分
館

の
社
会
部
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
ま
で
活
動
が
無
か
っ
た
た
め
勝

手
が
分
か
ら
ず
不
安
で
は
あ
り
ま

す
が
少
し
ず
つ
覚
え
馴
染
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
松
川
に
住
ん
で
い
る

子
育
て
世
代
の
方
々
は
ほ
と
ん
ど

が
松
川
に
実
家
が
あ
る
人
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
の
よ

う
に
松
川
町
を
気
に
入
っ
て
住
む

人
た
ち
が
も
っ
と
増
え
て
い
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。	

美
味
し
い
果
物
、
美
し
い
自
然
、

温
か
い
人
々
が
あ
る
松
川
町
を
私

た
ち
は
大
好
き
で
す
。

松川中学校　吹奏楽部

　タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング
牧師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運
動に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　２年生７名、１年生３名で活動しています。
今は、アンサンブルコンテストに向けて練習に
励んでいます。練習時間が短い中で、仲間と共
に音楽を奏でる楽しみを感じながら、個々の技
術向上も目指して一生懸命取り組んでいます。
いつかまた多くの方々に演奏を聴いていただけ
る日が来ることを願っています。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち


